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　子どもたちは、毎日繰り返して
行われる食事から食べ方やマナー
を学び、自然のすばらしさや季節
を感じます。同時に、心地よい
食卓は子どもたちに安心感や心の
豊かさを与えます。乳幼児期に豊
かで正しい食の体験を重ねること
は、生涯にわたる健康的な生活を
送る上で、その基礎をつくる重要
な過程となります。
　保育所では、子どもたちが豊か
な食の体験ができるよう、旬の
食材や行事食を取り入れるなど、
様々な工夫を行っています。

　足の動脈（臍
へそ
の下辺りから足先

まで）が動脈硬化で硬く厚くなる
病気です。動脈の内腔にゴミが溜
まって狭くなり、足の血流が悪く
なります。原因は高血圧や糖尿病、
高脂血症（悪玉コレステロールや
中性脂肪などが高い）、タバコ、
肥満などです。これらを放置する
と徐々に全身で動脈硬化が進むた
め、足の動脈が硬く狭くなった患

者さんは既に心臓や頭の動脈も狭
くなっている可能性があります。
　足の動脈血流が悪くなると「足
が冷たい」→「歩くとふくらはぎ
が張り、休むと良くなってまた歩
ける」→「じっとしていてもふく
らはぎや足先が痛い」→「足先の
色が黒っぽくなり、潰

かい
瘍
よう
や足

そく
趾
し
の

壊
え
死
し
を認める」というように症状

が進行します。足が冷たい又は歩
くとふくらはぎが張ってくる段階
で治療を開始しないと大事になる
可能性があります。
　治療は、カテーテルで動脈の中
から狭い病変を広げる方法とバイ
パス手術で新しく血液が通る道を
作る方法があります。カテーテル

治療にはステントという網目状の
金属の筒やステントグラフトとい
う人工血管に金属の網目が組み込
まれているものを使用します。バ
イパス手術は膝から上の太い動脈
には人工血管を使用しますが、膝
下の細い動脈には患者さん自身の
足の皮下静脈を使用します。足先
の方が動脈は細くなり治療は難し
くなります。カテーテルもバイパ
スも出来ない場合には脊髄刺激療
法という痛みを和らげて細い動脈
を少し広げる治療を行います。
　是非、動脈硬化が進まない生活
習慣を保ってください。当院では
上記の全ての治療ができますので
紹介状を持って受診ください。

〈保育所給食おすすめレシピ〉旬野菜のラタトゥイユ

①�鶏肉は一口大に切り、白ワインを
ふりかけておく。

②�フライパンにオリーブ油をひき、
みじん切りのにんにくを炒める。

③�香りが出てきたら、①と食材Ａを
入れて炒める。最後にゆで大豆、
塩、こしょうを入れて煮込む。

作り方

材料（4 人分）
鶏肉	 200 ｇ
白ワイン	 大さじ１
にんにく	 １片
オリーブ油	 大さじ１
ゆで大豆	 25 ｇ
塩	 小さじ 1/2
こしょう	 少々

▼食材Ａ（一口大に切る）
長なす	 1 本
ズッキーニ	 1 本
パプリカ	 1 個
トマト	 1 個
玉ねぎ	 1 個
セロリ	 12 ｇ

下肢閉塞性動脈硬化症
■�問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎22-2450

子どもの頃から食べることを大切にして
健康長寿を目指そう！
■�問合せ／こども課子育て施設担当☎ 22-5111
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心臓血管外科
佐藤 洋一 医師




